
 ふふれあい大地の創造れあい大地の創造四季彩のまち四季彩のまち　ＫＫａａｍｍｉｉｆｆｕｕｒｒａａｎｎoo

99
２０1０２０1０ NO.NO.６16６16

こうほうこうほう

題名『山道から』　～　寺田泰輝さん（大町1丁目）の作品

意見募集「かみふらの景観づくり計画」広聴

カナダ国カムローズ市友好都市提携25周年訪問交流

協働のまちづくりに向けて自治

高齢者実態調査結果福祉

介護サービスを受けるには？介護

がん検診を受けましょう保健



皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画（
素
案
）

パブリック
コメント

まちづくりに
参加しよう

　

上
富
良
野
町
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
6

16

月
制
定
の
景
観
法
を
見
越
し
て
、
平
成　

年
16

4
月
に「
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
条
例（
以

下
「
現
行
町
景
観
づ
く
り
条
例
」
と
い
う
。）」

を
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
現
行
町
景
観
づ
く
り
条

例
は
、
景
観
法
に
規
定
さ
れ
る
景
観
行
政
上

の
規
制
な
ど
に
つ
い
て
、
景
観
法
と
こ
れ
に

対
応
す
る
各
都
道
府
県
の
条
例
に
合
わ
せ

て
、
後
日
改
正
す
る
こ
と
を
前
提
に
作
ら
れ

ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
、「
北
海
道
の
美
し
い
景
観

の
く
に
づ
く
り
条
例（
平
成　

年　

月
制

13

10

定
）」を
全
面
改
正
し
た「
北
海
道
景
観
条
例
」

を
平
成　

年
4
月
に
制
定
し
、
平
成　

年
4

20

21

月
か
ら
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
行
為
や
規
制

事
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

町
に
お
い
て
も
、
現
行
町
景
観
づ
く
り
条

例
に
基
づ
き
、
平
成　

年
1
月
に
「
景
観
づ

18

く
り
基
本
計
画
」
と
「
公
共
事
業
景
観
づ
く

り
指
針
」
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
基
本
計
画
と
指
針
に
基
づ
く
町
独
自
の

基
準
の
下
で
の
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
ま
た
、
景
観
法
に
対
応
し
た
景
観
行
政

を
実
行
す
る
た
め
に
、
現
行
町
景
観
づ
く
り

条
例
制
定
当
初
の
予
定
に
あ
わ
せ
て
町
景
観

づ
く
り
条
例
を
改
正
し
、
新
た
な
条
例（
以

下
「
新
町
景
観
づ
く
り
条
例
」
と
い
う
。）の

も
と
で
景
観
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

新
町
景
観
づ
く
り
条
例
は
、
上
富
良
野
町

が
景
観
行
政
団
体（
景
観
法
の
一
部
執
行
権

限
が
認
め
ら
れ
る
自
治
体
の
こ
と
）と
し
て

景
観
法
に
対
応
し
た「
景
観
計
画
」（
以
下「
か

み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画
」
と
い
う
。）の

作
成
を
規
定
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
、
既
存
の
「
景
観
づ
く
り
基
本
計
画
」
を

ベ
ー
ス
に
素
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
町
景
観
づ
く
り
条
例
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
9
月
定
例
議
会
に
お
い
て

22

審
議
い
た
だ
き
、
平
成　

年
4
月
1
日
の
施

23

行（
一
部
事
前
事
務
に
関
す
る
条
項
を
除
く
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
町
景
観
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
「
か
み

ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画
」
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
計
画
に
は
、
景
観

法
に
基
づ
く
届
出
に
つ
い
て
の
上
富
良
野

町
独
自
の
基
準
や
景
観
づ
く
り
の
指
針
を

示
す
こ
と
に
な
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

や
産
業
経
営
に
少
な
か
ら
ず
関
連
が
出
て

き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
時
点
の
「
か
み
ふ
ら
の
景

観
づ
く
り
計
画（
素
案
）」
に
つ
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広
く
町
民
の

意
見
を
計
画
作
成
に
反
映
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画
」
は
、
町

景
観
づ
く
り
推
進
会
議
へ
の
諮
問
・
答
申
、

告
示
、
縦
覧
の
手
続
き
を
経
て
本
年　

月
中

12

を
目
標
に
作
成
し
て
、
こ
の
計
画
に
基
づ
く

届
出
や
行
為
規
制
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
23

4
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
関
係
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
1

〜
3
月
の
期
間
内
に
町
広
報
紙
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
予
定
は
、
議
会
に
お
け

る
審
議
や
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
意
見
に
応
じ
て
、
随
時
見
直
す
も
の
で
あ

る
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

景
観
づ
く
り
計
画
策
定
ま
で
の

経
過
と
目
的

　

今
後
の
予
定

町
自
ら
の
基
準
で
景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

広報かみふらの ２０１０.9  �



募
集
期
間

　

9
月　

日（
金
）〜　

月
8
日（
金
）

10

10

閲
覧
方
法

�
次
の
９
か
所
の
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
�
役
場

　
�
か
み
ん

　
�
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
�
公
民
館

　
�
町
立
病
院

　
�
上
富
良
野
郵
便
局

　
�
Ｊ
Ｒ
上
富
良
野
駅

　
�
中
茶
屋

　
�
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所

�
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま

　

す
。

提
出
方
法（
様
式
は
自
由
で
す
）

　
�
持
参

　
�
郵
送

　
�
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
�
電
子
メ
ー
ル

　
�
町
民
ポ
ス
ト（
９
か
所
）

�
ご
意
見
に
住
所
、
氏
名
又
は
団
体
名
、
電

　

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
載
の
な
い
場
合
は
、
無
効
に
な
り
ま

　

す
。

結
果
の
公
表　
　

月
上
旬

11

問
合
せ

　
�
　

‐
０
５
９
６

０７１

　

上
富
良
野
町
大
町
２
丁
目
２
番　

号
１１

　

上
富
良
野
町
役
場

　

建
設
水
道
課
建
設
班

　
�
�
６
９
８
１　�
�
５
３
６
２

　

メ
ー
ル

kensui@
tow
n.kam

ifurano.lg.jp

http://www.town.kam
ifurano.hokkaido.jp/

　

平
成　

年
4
月
か
ら
届
出
先
や
届
出
対
象

23

行
為
が
、
表
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

他
市
町
村
の
例
と
し
て
は
、
黒
松
内
町
で

は
高
さ
3
m
か
つ
建
築
面
積　
�
以
上
と
き

10

わ
め
て
厳
し
い
届
出
基
準
に
し
て
い
ま
す

が
、
上
富
良
野
町
は
最
も
平
均
的
で
多
数
派

を
占
め
る
届
出
基
準
を
採
用
し
よ
う
と
考
え

「
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画
」
は
、
景

観
法
及
び
関
連
法
令
並
び
に
「
か
み
ふ
ら
の

景
観
づ
く
り
条
例
・
規
則
」
に
規
定
さ
れ
る

必
要
事
項
に
つ
い
て
、
8
章
の
大
項
目
に
よ

り
構
成
し
て
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
成
に
先
立
ち
、
素
案
を
提
示
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
や
町
内
外
の
関
係
機
関
か
ら

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

内
容
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
計
画（
素
案
）

又
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
用
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
た
に
変
わ
る
主
な
ポ
イ
ン
ト

か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画

　
（
素
案
）の
概
要

現　在平成23年4月以降

上川総合振興局
（旧上川支庁）上富良野町役場

届
け
先

　建築面積2,000�以上また
は高さ13ｍ以上の建築物・工
作物の新設、増築、改築、移転
または、外観変更となる修繕・
模様替え・色彩変更などを行う
場合など

　建築面積1,000�以上また
は高さ10ｍ以上の建築物・工
作物の新設、増築、改築、移転
または、外観変更となる修繕・
模様替え・色彩変更などを行う
場合など

届
出
の
対
象
行
為

　事前に上川総合振興局で相
談を受け付けますが、指定規
模以上の行為は届出が必要で
す。

　事前に上富良野町役場で相
談を受け付けて、聞き取り審
査を行い、景観に支障を与え
ない場合は届出は不要になり
ます。

事
前
相
談
制
度

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
及
び
他
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、

届
出
対
象
と
な
る
建
築
物
な
ど
に
つ
い
て
、

景
観
阻
害
の
有
無
を
審
査
し
て
、
景
観
を
阻

害
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
、
そ
の
程
度
に
よ
り
指
導
、
勧
告
又

は
命
令
を
行
っ
て
お
り
、
上
富
良
野
町
に
お

い
て
も
同
じ
対
応
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

計
画
項
目
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

■
は
じ
め
に

　

景
観
づ
く
り
計
画
作
成
に
い
た
る
背
景

と
、
景
観
法
に
基
づ
く
上
富
良
野
町
で
の
景

観
行
政
へ
の
取
り
組
み
の
基
本
的
考
え
方
を

示
し
て
い
ま
す
。

■
第
1
章　

上
富
良
野
の
景
観
と
は

■
第
2
章　

景
観
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方

■
第
3
章　

景
観
づ
く
り
の
方
針

■
第
4
章　

良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
の
行

　
　
　
　
　

為
の
制
限

■
第
5
章　

景
観
形
成
の
基
準
解
説

■
第
6
章　

景
観
づ
く
り
重
点
地
区
又
は
重

　
　
　
　
　

点
路
線
の
指
定
方
針

■
第
7
章　

景
観
形
成
・
保
護
へ
の
取
り
組

　
　
　
　
　

み

■
第
8
章　

協
働
の
進
め
方

�手続きなどの変更点�

山麓の樹林の保全と稜線を分断
する行為の回避

景観アドバイスによる建物の調和
（街並みから浮いた建物の建築抑制）

目標から景観が大きく外れてしまわないように
「ルール（景観形成基準）」を定めます。…例えば…

�   広報かみふらの ２０１０.9
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上
富
良
野
町
と
カ
ナ
ダ
国
カ
ム
ロ
ー
ズ
市

は
1
9
8
5
年（
昭
和　

年
）9
月
5
日
に
友

60

好
都
市
提
携
を
結
ん
で
か
ら
、
今
年
で　

周
25

年
を
迎
え
ま
す
。　

年
に
わ
た
る
友
好
親
善

25

の
絆
を
深
め
、
今
後
の
友
好
都
市
交
流
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
町
か
ら
派
遣
さ
れ
た
親

善
訪
問
団
が
友
好
都
市
提
携　

周
年
記
念
事

25

業
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
3
年
ご
と
に
実
施
し
て
い

る
青
少
年
国
際
交
流
事
業
の
訪
問
団
も
一
緒

に
記
念
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

�
訪
問
日
程

　

8
月
2
日（
月
）〜
7
日（
土
）

�
記
念
事
業
の
概
要

・
友
好
都
市
提
携
延
長
に
関
す
る
盟
約
書
の

　

調
印

・
上
富
良
野
中
学
校
と
チ
ャ
ー
リ
ー
・
キ
ラ

　

ム
中
学
校
姉
妹
校
盟
約
書
の
調
印

・
文
化
公
演（
大
正
琴
、
民
謡
、
よ
さ
こ
い

　

ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
日
本
文
化
の
紹
介
）

�
親
善
訪
問
団
の
構
成

・
団
長　

上
富
良
野
町
長

・
盟
約
書
調
印
者　

町
議
会
議
長

・
上
富
良
野
国
内
外
交
流
協
会　

1
名

・
文
化
団
体

　

綺
羅
羅
会（
大
正
琴
）　

4
名

　

孝
山
会（
民
謡
、
三
味
線
）　

3
名

　

有
頂
天（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）　

3
名

・
随
行（
町
職
員
）　

1
名　

青
少
年
交
流
団
と
と
も
に
エ
ド
モ
ン

ト
ン
市
の
ウ
エ
ス
ト
・
エ
ド
モ
ン
ト

ン
・
モ
ー
ル（
世
界
最
大
級
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
・
モ
ー
ル
、
映
画
館
・
遊
園
地
・
カ
ジ

ノ
・
造
波
プ
ー
ル
を
備
え
た
巨
大
な
テ
ー

マ
・
パ
ー
ク
）で
買
い
物
な
ど
を
行
い
、　
16

時　

分
に
ホ
テ
ル
到
着
後
、
青
少
年
交
流
団

50
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
宅
へ
、
文
化
団
体
は
文
化

公
演
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

青
少
年
交
流
団
と
と
も
に
調
印
式
会

場
の
ビ
ル
・
フ
ォ
ウ
ラ
ー
・
セ
ン
タ

ー
へ
行
き
、　

時
か
ら
上
富
良
野
町
・
カ
ム

10

ロ
ー
ズ
市
友
好
都
市
提
携　

周
年
記
念
事
業

２５

と
し
て
、
向
山
町
長
、
西
村
議
長
、
マ
ス
テ

ル
市
長
、
証
人
の
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ン
ド
ス
ト

ラ
ン
ド
さ
ん
が
盟
約
書
に
調
印
し
、
今
後
の

友
好
都
市
交
流
の
継
続
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
記
念
事
業
に
合
わ
せ
て
、

上
富
良
野
中
学
校
と
チ
ャ
ー
リ
ー
・
キ
ラ
ム

中
学
校
が
姉
妹
校
盟
約
書
に
調
印
し
、
今
後

の
交
流
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　

そ
の
後
、
文
化
公
演
が
行
わ
れ
カ
ナ
ダ
先

住
民（
ネ
イ
テ
ィ
ブ
）の
踊
り
、
大
正
琴（
さ

く
ら
さ
く
ら
、
上
を
向
い
て
歩
こ
う
、
オ
ク

ラ
ホ
マ
ミ
キ
サ
ー
、
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
）、
民

謡
・
太
鼓
・
三
味
線（
外
山
節
、
真
室
川
音

頭
、
津
軽
小
原
節
、
石
狩
川
流
れ
節
、
津
軽

じ
ょ
ん
か
ら
節
）と
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン（
多

喜
雄
の
ソ
ー
ラ
ン
2
、
か
み
ど
ん
）が
披
露

さ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。
町
長
と
市
長
に

よ
る
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
カ
ム
ロ
ー

ズ
市
関
係
者
と
交
流
を
は
か
り
、
参
加
者
全

員
の
記
念
撮
影
で
無
事
、
調
印
式
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

公
園
内
に
あ
る
「
上
富
良
野
・
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
」
を
見
学
後
、
市
内

の
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
、 
チ
ャ
ー
リ
ー
・
キ

ラ
ム
中
学
校
、 
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
役
所
、 
ベ

イ
リ
ー
シ
ア
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
　

時
か
ら
カ
ム
ロ
ー
ズ
日
本
友
の
会
主

18
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
市
長

他
関
係
職
員
、
教
育
委
員
会
職
員
、
州
議

会
議
員
、
元
市
長
夫
人
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
カ
ム
ロ
ー
ズ
日
本
友
の
会
会
員
の

方
々
が
出
席
し
、
訪
問
団
の
紹
介
、
来
賓

挨
拶
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
、
大
正
琴
、
民

謡
・
太
鼓
・
三
味
線
と
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
の
文
化
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
で

は
、
青
少
年
交
流
団
の
生
徒
と
と
も
に
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
一
緒
に
な
っ
て
会
場

の
中
を
踊
り
大
変
盛
り
上
が
り
、
生
徒
達
は

2日目
8/3

調印式
8/4

上
富
良
野
町
・
カ
ム
ロ
ー
ズ
市

友
好
都
市
提
携　

周
年
記
念
事
業

25

第
6
回
青
少
年
国
際
交
流
事
業
を
終
え
て

友
好
都
市
提
携　

周
年
記
念
事
業

25
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世
界
三
大
滝
の
一
つ
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ

滝
を
研
修
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
ア

メ
リ
カ
滝
を
見
る
た
め
に
、
カ
ナ
ダ

の
国
境
を
バ
ス
で
越
え
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し

ま
し
た
。
9
・　

以
来
ア
メ
リ
カ
へ
の
入
国

11

審
査
は
厳
し
く
、
緊
張
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

顔
写
真
や
指
紋
を
と
り
、
い
く
つ
か
の
質
問

を
英
語
で
受
け
答
え
し
入
国
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
滝
の
見
学
で
は
、
流
れ
落
ち
る

ス
ポ
ッ
ト
ま
で
歩
き
、
間
近
で
水
の
色
落
ち

る
音
を
感
じ
、
次
の
カ
ナ
ダ
滝
で
は
霧
の
乙

女
号
に
乗
船
し
、
か
な
り
の
水
し
ぶ
き
を
浴

び
な
が
ら
、
カ
ナ
ダ
滝
の
水
量
の
迫
力
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

ナ
イ
ア
ガ
ラ
滝
の
位
置
は
、
川
の
浸
食
に

よ
り
年
間
1
ｍ
以
上
後
退
し
て
い
る
と
聞

き
、
人
工
的
に
侵
食
を
抑
制
す
る
対
策
に
よ

り
、
そ
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

学
習
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
中
で
最
高
の
踊
り
を
披
露
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
ス
テ
ル
市
長
な
ど
に
見
送
ら
れ

て
、
エ
ド
モ
ン
ト
ン
空
港
へ
行
き
、

青
少
年
交
流
団
は
ト
ロ
ン
ト
空
港
へ
向
か
う

た
め
別
れ
、
親
善
訪
問
団
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー

市
へ
向
い
、
ス
タ
ン
レ
ー
公
園
、
グ
ラ
ン
ビ

ル
ア
イ
ラ
ン
ド
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
、
中

華
街
な
ど
の
市
内
見
学
を
し
ま
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
空
港
か
ら
、
日
本
に

向
け
て
出
発
し
、
6
日
目
の
8
月
7

日（
土
）午
後　

時　

分
全
員
無
事
に
関
係
者

11

40

が
待
つ
上
富
良
野
町
に
到
着
し
ま
し
た
。

�
事
業
日
程

　

8
月
2
日（
月
）〜　

日（
火
）

10

�
事
業
の
概
要

・　

周
年
事
業
へ
の
参
加（
文
化
公
演
の
よ

25

　

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
有
頂
天
と
演
舞
）

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

・
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
文
化
の
研
修

・
事
前
学
習（
7
回
）、事
後
学
習（
2
回
）

�
青
少
年
交
流
団
の
構
成

・
団
長　

上
富
良
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長

・
青
少
年　
　

名（
中
学
生
9
名
、高
校
生
2

11

　

名
）

・
引
率　

２
名（
上
富
良
野
中
学
校
教
諭
）

・
随
行　

１
名（
町
職
員
）

青
少
年
交
流
団
の　

名
は
カ
ム
ロ
ー

11

ズ
市
に
到
着
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
に
迎
え
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
へ
向
か
い
ま
し
た
。
3
泊
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
、
英
語
で
の
会
話
も
大
変
で
し

た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
優
し
さ
に
触

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、　

周
年
記
念
事
業
に

25

参
加
し
、

文
化
交
流

で
は
有
頂

天
と
一
緒

に
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ

ン
を
披
露

し
立
派
に

交
流
の
一

翼
を
担
い

ま
し
た
。

4日目
8/5

帰町
8/6.7

ホームス
テイ・交流

ト
ロ
ン
ト
の
市
内
見
学
で
は
、
現
在

世
界
一
高
い
Ｃ
Ｎ
タ
ワ
ー
の
展
望
室

　

ｍ
か
ら
の
眺
望
は
、
天
気
も
良
く
湖
や
高

３４６層
ビ
ル
群
な
ど
遠
く
ま
で
展
望
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
古
い
建
造
物
の
州

議
事
堂
を
見
学
し
、
そ
の
後
は
大
リ
ー
グ
の

野
球
観
戦
を
し
ま
し
た
。

ト
ロ
ン
ト
か
ら
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
移

動
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
と
な
っ

た
ス
ケ
ー
ト
場
や
ス
タ
ン
レ
ー
公
園
を
見
学

し
ま
し
た
。

１
時
間　

分
遅
れ
で
バ
ン
ク
ー
バ
ー

25

空
港
を
離
陸
後
、
成
田
、
新
千
歳
空

港
を
経
て
８
月　

日（
火
）午
後　

時　

分
に

１０

11

30

保
護
者
・
関
係
者
の
待
つ
上
富
良
野
町
に
全

員
元
気
に
帰
町
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
両
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
カ

ム
ロ
ー
ズ
市
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
青
少
年

国
際
交
流
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
、
国
内
外
交
流
実
行

委
員
会
・
青
少
年
国
際
交
流
実
行
委
員
会
を

は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

トロント
研修

バンクーバー
研修

帰町
8/10

ナイアガ
ラ滝研修

第
6
回
青
少
年
国
際
交
流
事
業



�
津
市
と
の
交
流　

　

明
治　

年
、
三
重
県
か
ら
田
中
常
次
郎
氏

30

を
団
長
と
す
る
三
重
団
体
８
名
が
草
分
地
区

に
入
植
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
上
富
良
野
の
歴

史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
４
年
か
ら
歴
史
的

つ
な
が
り
の
深
い
三
重
県
津
市
と
相
互
に
訪

問
す
る
な
ど
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
歴
史

文
化
な
ど
を
学
び
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
上
富
良
野
町
の
歴
史
文
化
を
伝
承
す
る
と

と
も
に
、
観
光
や
農
業
分
野
の
発
展
を
目
的

と
し
て
、
上
富
良
野
町
開
基　

年
の
記
念
の

100

年
、
平
成
９
年
に
友
好
都
市
提
携
盟
約
書
に

調
印
、
記
念
碑
が
津
市
、
上
富
良
野
町
双
方

に
建
立
さ
れ
、
正
式
に
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

以
来
、
津
市
長
、
副
市
長
を
始
め
と
す
る

訪
問
団
や
議
会
、
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
、
民
間
を
含
め
多
数
の
交
流
が
あ
り
ま

す
。
学
校
間
交
流
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
上

富
良
野
西
小
学
校
と
津
市
立
安
東
小
学
校
の

交
流
が
始
ま
り
、
平
成
9
年
に
両
校
の
姉
妹

校
提
携
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
流
を
通
じ
、
友
好
を
深
め
、
更

に
観
光
や
物
産
で
の
交
流
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

国
内
交
流
事
業
の
紹
介

友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
三
重
県
津
市
と
の
交
流
な
ど

上
富
良
野
町
の
国
内
で
の
交
流
事
業
を
紹
介
し
ま
す

【
札
幌
上
富
良
野
会
】

�
会
長　

花
輪
洋
一
さ
ん
、
会
員　

名
459

　

昭
和　

年
、
札
幌
市
と
そ
の
周
辺
に
在
住

63

す
る
上
富
良
野
出
身
者
に
よ
り
、
会
員
の
親

睦
と
町
と
の
交
流
を
深
め
、
郷
土
の
繁
栄
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
札
幌
で
行
わ
れ
る
上
富
良
野
町
の

観
光
の
Ｐ
Ｒ
の
参
加
と
、
年
に
一
度
総
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
８
月
５
日
開
催
さ
れ
た
、
ふ
る

さ
と
北
海
道
応
援

企
画
で
、
上
富
良

野
町
の
Ｐ
Ｒ
の
支

援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
か
ら

は
、
イ
ベ
ン
ト
の

案
内
「
か
み
ふ
ら

の
情
報
便
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

【
東
京
か
み
ふ
ら
の
会
】

�
会
長　

長
谷
部
元
雄
さ
ん
、
会
員　

名
67

　

東
京
近
郊
に
在
住
す
る
上
富
良
野
町
出
身

者
で
つ
く
る
「
ふ
る
さ
と
会
」
で
す
。

　

昭
和　

年
に
友
達
7
・
8
名
が
集
ま
り
開

56

催
、
そ
れ
以
降
会
員
を
拡
大
し
平
成　

年
に

21

第
7
回
東
京
か
み
ふ
ら
の
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

�
今
年
度
の
交
流

�
津
市
議
会
議
員　

5
名

　

6
月　

日（
水
）　

行
政
視
察

30

�
安
東
小
学
校　

児
童　

名
、
校
長
、
引
率

10

　

2
名

　

7
月　

日（
水
）〜　

日（
金
）

21

23

　

上
富
良
野
西
小
学
校
児
童
と
の
交
流
と
ホ

　

ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

�
津
副
市
長
ほ
か　

4
名

　

7
月　

日（
土
）〜　

日（
日
）　

行
政
視
察

24

25

　

郷
土
館
、　

開
拓
記
念
館
な
ど
を
視
察
、

　
「
か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
」

　

の
あ
ん
ど
ん
表
彰
式
で
は
、「
津
市
長
賞
」

　

上
富
良
野
町
は
、
国
内
外
交
流
と
し
て
、

カ
ナ
ダ
国
ア
ル
バ
ー
タ
州
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
、

三
重
県
津
市
と
友
好
都
市
提
携
を
結
び
、

様
々
な
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

上
富
良
野
町
は
、
三
重
県
津
市
か
ら
入
植

し
た
人
々
を
中
心
に
開
拓
さ
れ
て
き
た
歴
史

的
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
9
年
に
友

好
提
携
を
結
び
、
国
内
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。　

を
授
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
そ
の
他
の
交
流

　

地
域
で
は
、
上
富
良
野
町
出
身
者
が
故
郷

を
想
い
集
ま
り
、
上
富
良
野
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

�
そ
の
他
の
事
業

�
ふ
る
さ
と
通
信

　

上
富
良
野
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
を
対
象

に
、
希
望
者
に
「
広
報
か
み
ふ
ら
の
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

�
ふ
る
さ
と
納
税

　
「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」「
が
ん
ば
れ

上
富
良
野
」
の
思
い
を
形
に
す
る
た
め
、「
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
里
か
み
ふ
ら
の
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
条
例
」
を
制
定
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
寄

附
を
事
業
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

津副市長小河さんあいさつ津副市長小河さんあいさつ
花と炎の四季彩まつり会場花と炎の四季彩まつり会場

安東小学生～津友好記念碑前～安東小学生～津友好記念碑前～

問
合
せ　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　
　
�
�
6
9
8
5

ふるさと北海道応援企画ふるさと北海道応援企画

広報かみふらの ２０１０.9   �
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「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を

             
進
め
る
た
め
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
発
足
し

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
の
策
定
に
向
け
て

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
、
６
月

　

日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

29
　

昨
年
度
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
準
備

委
員
会
で
策
定
さ
れ
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
基
本
指
針（
素
案
）」
を
元
に
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
指
針
の
策
定
や
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
事
業
に
つ
い
て
の
選
定
や
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
自
治
基
本
条
例
の
見
直

し
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
取
り
組
み

　

現
在
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
」

を
作
成
す
る
た
め
、
議
論
を
重
ね
て
い
ま

す
。

第
１
回
会
議

　

会
長
、
副
会
長
を
選
出
し
、
会
議
の
方
向

性
、
進
め
方
に
つ
い
て
議
論
し
、
ど
の
よ
う

な
も
の
を
作
成
す
る
か
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
た

め
に
先
進
事
例
を
配
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

主
な
意
見

�
基
本
指
針
を
検
討
す
る
前
に
勉
強
会
を
す

べ
き
だ
。

�
時
間
的
な
制
約
が
な
け
れ
ば
時
間
を
か
け

る
べ
き
だ
。

�
委
員
に
町
議
会
議
員
や
町
職
員
を
参
加
さ

せ
て
ほ
し
い
。
昨
年
は
参
加
し
て
お
り
、

大
変
意
義
が
あ
っ
た
。

第
２
〜
５
回
会
議

　

先
進
事
例
を
元
に
完
成
品
の
イ
メ
ー
ジ
作

り
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
素
案
の
読
み
合

わ
せ
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
議
論
を
開
始
し
ま

し
た
。

主
な
意
見

�
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
先
で
は
な
い
か
。

�
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、
町
内
会

へ
の
加
入
が
欠
か
せ
な
い
。

�
協
働
の
範
囲
か
ら
議
会
や
企
業
を
省
く
べ

き
で
は
な
い
。

�
素
案
を
尊
重
し
一
部
の
修
正
に
留
め
る
。

�
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い
、
読
み
や
す
い

も
の
を
作
り
た
い
。

�
今
、
住
民
会
な
ど
で
行
っ
て
い
る
活
動
に

「
協
働
」
に
な
る
も
の
が
多
く
あ
り
、
そ

れ
を
説
明
す
る
こ
と
で
「
協
働
」
が
身
近

で
取
り
組
み
や
す
く
な
る
。

�
説
明
と
事
例
紹
介
の
整
合
性
を
図
る
。

�
作
業
日
程
が
厳
し
い
の
で
、
事
務
局
で
案

を
作
成
し
、
そ
れ
を
協
議
す
る
。

今
後
の
取
り
組
み

　

５
回
の
会
議
で
協
議
し
た
結
果
を
元
に
、

９
月
上
旬
に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
指

針（
案
）」
を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
」

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

委
員　

名
１３

・
一
般
公
募　
　
　
　
　
　
　
　

４
名

・
住
民
会
長
連
合
会　
　
　
　
　

２
名

・
商
工
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

・
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　

１
名

・
生
活
安
全
推
進
協
議
会　
　
　

１
名

・
N
P
O
た
ん
ぽ
ぽ
の
会　
　
　

１
名

・
女
性
連
絡
協
議
会　
　
　
　
　

１
名

・
ふ
ら
の
農
協
上
富
良
野
支
所　

１
名

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
イ
タ
ウ
ン　

１
名

問合せ
　町民生活課自治推進班
　��6985

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
講
演
会
で
は
、

「
協
働
の
実
践
」
と
題
し
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
自
分
た
ち
で
で
き

る
の
？
」
と
い
う
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
討
議
し
ま
す
。

　

住
民
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月
３
日（
日
）

10

　
　

時
〜　

時　

分　

講
演
会　

13

14

30

　
　

時
〜　

時　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

15

18

場
所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
多
目
的

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

講
師

　

早
瀬　

昇　

氏（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
常
務
理
事
）

内
容　

　

協
働
の
実
践
に
関
す
る
講
演
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
�
�
3
5
0
5

協働のまちづくり基本指針（素案）
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町
内
に
住
む　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
５
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
し
た
「
高
齢
者
実

６５

態
調
査
」
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

調
査
方
法
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
が
対
象
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
生
活
の
様
子
や
心
身
の

状
況
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
聞
き
取
る
も
の
で
、
聞
き
取
っ
た
内
容
は
、
要
支
援
者
の
把
握
や
個

別
の
支
援
方
法
の
検
討
な
ど
、
地
域
福
祉
の
資
料
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
平
成
４
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
民
生
委
員
が
地
区
の
す
べ
て
の
高
齢
者

高
齢
者
実
態
調
査高齢化率６５歳以上人口総数

２5.24％２,99111,851平成２2年

24.62％2,97812,098平成２１年

21.08％2,67512,687平成１６年

17.27％2,26913,135平成１１年

13.68％1,83513,411平成６年

６５歳以上人数等

その他
世帯　

老人
世帯

独居
世帯

６５歳以上
を含む世
帯総数　

世帯
総数

8536754371,9655,244平成22年

７８４７４８４４９１,９８１5,342平成２１年

７８８７４２４３５１,9655,381平成２０年

７８２７２０４２０１,9225,376平成１９年

７８０７２２３８９１,8915,417平成１８年

８２９７０４３８５１,9185,409平成１７年

８２６６８８３６６１,8805,395平成１６年

８４３５１３２６８１,6245,275平成１１年

７４９３４１１８５１,2755,059平成６年

＊独居世帯は、施設入所者除く。
＊老人世帯は、対象者以外の世帯全員が６０歳以上。

世帯区分

合計Ｃ２Ｃ１Ｂ２Ｂ１Ａ２Ａ１Ｊ２Ｊ１

569382412873123154128平成22年
４５４２５２２３５２５５５９８１４３５１平成２１年
５０５２３３０４１３０６９１１０１５１５１平成２０年
４９６３８３０３９２８６６１００１３７５８平成１９年
４９５４７３２４３２５５９１０４１２５６０平成１８年
５４８５４３０４３２６５４１１７１４２８２平成１７年
５５４５３２８３９25６１９１１５８９９平成１６年
４０４２８１１３４３８５２４９１０１９１平成１１年
２１５３６２６４０１１３平成６年

虚弱・寝たきり高齢者数
合計ＭⅣⅢⅡⅠ

451840101143159平成２2年
３３５４３６６６１１５１１４平成２１年
３７０４４０７０１３７１１９平成２０年
３５１４４９８０１３２８６平成１９年
３４９２６３７６１１９８９平成１８年
３６１２６３７９１２５９２平成１７年
３２７３５８６８１１６８２平成１６年
１９２４１７５８７４３９平成１１年
４１軽度１７　中度１４　重度１０平成６年

認知症高齢者数

Ｊランク　何らかの支援は必要だがほぼ自立。（１は交通機関で外出できる）
Ａランク　１は介助により外出できる。２は日中も寝たり起きたり。
Ｂランク　１は車椅子に移乗でき食事や排せつはベッドを離れてできる。
　　　　　２は介護により車椅子に移乗。
Ｃランク　１日中ベッド生活で寝たきり。（１は寝返りができる）

Ⅰ　家庭内・社会的にほぼ自立し、一人暮らしも可能。
Ⅱ　誰かが注意していれば自立できる。
Ⅲ　介護が必要で一人暮らしは困難。
Ⅳ　介護が必要で常に目が離せない状態。
Ｍ　専門医療が必要。

単位　人単位　人

を
把
握
し
な
が
ら
、
町
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
介
護
保
険
制
度
の
情
報
提
供
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。　

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
�
�
６
９
８
７

６５歳以上年齢別

８５～８９歳
８.１％
(２４2人)

６５～６９歳６５～６９歳
23.3％23.3％
(698人)(698人)

７０～７４歳７０～７４歳
25.6％25.6％
(766人)(766人)

７５～７９歳７５～７９歳
21.9％21.9％
(656人)(656人)

８０～８４歳８０～８４歳
１５.9％１５.9％
(475人)(475人)

９０歳以上
5.2％
(１5４人)

入院在宅別入院在宅別

在宅在宅
９５.4％９５.4％

（２,８54人）（２,８54人）

長期入院
0.4％
（10人）

施設など
4.2％

（127人）（127人）

男男
４３.5％４３.5％

（１,３０0人）（１,３０0人）女女
５６,5％５６,5％
(１,６91人)(１,６91人)

郡部郡部
26.4％26.4％
（789人）（789人）市街市街

73.6％73.6％
（2,202人）（2,202人）

男女別男女別 地区別地区別
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介
護
サ
ー
ビ
ス

　

次
の
よ
う
な
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護
者
、
要
支
援
者
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
が
利
用
で
き
る

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
�
�
6
9
8
7

在
宅
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

　

要
介
護
１
〜
５
の
方

�
訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

　

要
支
援
１
・
２
の
方

�
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
入

浴
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
看
護
、
介
護
予

防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

施
設
な
ど
に
通
っ
て
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

　

要
介
護
１
〜
５
の
方

�
通
所
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
短
期
入
所
療
養

介
護

　

要
支
援
１
・
２
の
方

�
介
護
予
防
通
所
介
護
、
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

介
護

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

　

要
介
護
１
〜
５
の
方

�
福
祉
用
具
貸
与
、
住
宅
改
修
費
の
支
給
、

特
定
福
祉
用
具
販
売
な
ど

　

要
支
援
１
・
２
の
方

�
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
、
介
護
予
防
住

宅
改
修
費
の
支
給
、
特
定
介
護
予
防
福
祉

用
具
販
売
な
ど

　

要
介
護
１
〜
５
の
方

�
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
）、
介
護
療
養
型
医
療
施
設（
療
養
病

床
）、
介
護
老
人
保
健
施
設（
老
健
施
設
）

護
な
ど

　

要
介
護
１
〜
５
の
方

�
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど

　

要
支
援
１
・
２
の
方

�
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
、
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
、
原
則

と
し
て
か
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
を

利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
要

介
護
区
分
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
上
限
額

（
支
給
限
度
額
）が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
利
用
時
の
居
住
費（
滞
在
費
）、
食

費
、
日
常
生
活
費
な
ど
は
全
額
が
利
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

�
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

　

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割

�
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

を
利
用
す
る
場
合

　

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
＋
食
費
＋
日
常
生

活
費
な
ど

�
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
生
活
、
療
養

　

介
護
を
利
用
す
る
場
合

　

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
＋
食
費
＋
居
住
費

（
滞
在
費
）＋
日
常
生
活
費
な
ど

在宅サービスの１か月支給限度額

支給限度額要介護状態区分

49,700 円要支援１

104,000 円要支援２

165,800 円要介護１

194,800 円要介護２

267,500 円要介護３

306,000 円要介護４

358,300 円要介護５

　

世
帯
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
支

払
っ
た
自
己
負
担
額
の
１
か
月
の
合
計
が
一

定
額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
超
え

た
分
を
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給

利用者負担額の上限

利用者負担上限区分

世帯　37,200 円一般世帯

世帯　24,600 円世帯全員が住民税非課税の人

個人　15,000 円
�課税年金収入額と合計所得金額
が80万円以下の人

�老齢福祉年金の受給者

世帯　15,000 円
個人　15,000 円

�生活保護の受給者

�利用者負担を15,000円に減額す
ることで、生活保護の受給者と
ならない場合

し
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
の
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
分
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

費
用

施
設
サ
ー
ビ
ス

地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス

在
宅
サ
ー
ビ
ス

自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
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「『
北
海
道
歴
代
2
番
目
の
順
位
』ま
さ
か
自

分
が
全
国
大
会
で
6
位
に
入
賞
す
る
と
は
正

直
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う
目
標

は
、
4
月
に
設
定
し
ま
し
た
。『
鳥
取
で
梨

を
食
べ
、
砂
丘
で
ラ
ク
ダ
に
乗
る
』
こ
と
を

合
言
葉
に
、
日
々
の
練
習
を
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
1

月
3
日
か
ら
札
幌
、
そ
の
後
は
千
葉
県
、
3

月
に
は
富
山
県
で
の
合
宿
に
参
加
す
る
な

ど
、
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
予
選
の
レ
ー
ス
で
は
、
前
の

集
団
に
粘
り
強
く
つ
い
て
行
く
こ
と
を
心
が

け
、
自
己
ベ
ス
ト
の
記
録
で
決
勝
に
進
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
出
場
し
た　

名
の
中
で
予
選

18

全
国
大
会
で
快
挙

全
国
大
会
で
快
挙

の
記
録
が
上
位
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
自

信
を
持
っ
て
レ
ー
ス
を
走
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
出
せ
た
の
は
、
た
く

さ
ん
の
方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ご
支
援
や
応
援
を
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、　

月　

日
に
深
川
市
で
開
催
さ

10

17

れ
る
全
道
中
学
校
駅
伝
大
会
、　

月　

日
に

12

19

山
口
県
山
口
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
中
学
校

駅
伝
大
会
出
場
に
向
け
て
、
陸
上
部
一
丸
と

な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。」

上富良野中学校3年

  新関 　涼介
にいぜき

    さん
りょうすけ

（緑町1丁目）

　

新
関
涼
介
さ
ん（
上
富
良
野
中
学
校

3
年
生
）が
、
7
月　

日
〜　

日
に
函

25

27

館
市
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
北
海
道
中

41

学
校
陸
上
記
録
選
手
権
大
会
男
子
3
千

ｍ
で
、
全
国
大
会
の
参
加
標
準
記
録

（
9
分
2
秒　

）を
上
回
る
9
分　

秒　

00

00

75

の
記
録
で
優
勝
し
、
8
月　

日
〜　

日

20

23

に
鳥
取
県
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
た
第　
37

回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
男
子
3
千
ｍ
の
部
に
出
場
し
ま
し

た
。
決
勝
で
は
、
自
己
記
録
を
大
幅
に

更
新
す
る
8
分　

秒　

の
記
録
で
6
位

48

33

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
、
上
富
良
野
町
の
生
徒
が

出
場
し
、
入
賞
す
る
の
は
、
初
め
て
の

こ
と
で
す
。　

第

回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

37

　

全
国
大
会
に
出
場
し
、
男
子
3
千
ｍ
で
６

位
に
入
賞
し
た
新
関
涼
介
さ
ん
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。　

スタート前の新関さん（左から3番目）

砂丘でラクダに乗りました

第第
６６
位
入
賞

位
入
賞

■
陸
上
競
技

日
程　

7
月　

日（
日
）〜　

日（
火
）

25

27

場
所　

函
館
市
千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場

▼
上
中
3
年
生

　

川
村　

清
一
郎

　
　

男
子　
�
、
男
子　
�
　

4
位

100

200

　
　

男
子
4
×　
�
リ
レ
ー

100

　

坂
巻　

太
一

　
　

男
子　
�
　

8
位

400

　
　

男
子
4
×　
�
リ
レ
ー

100

　

長
谷
川　

幸
生　

　
　

男
子　
�
、
男
子
4
×　
�
リ
レ
ー

400

100

　

安
田　

賢
司

　
　

男
子　
�800

　

新
関　

涼
介

　
　

男
子
1
千　
�
　

優
勝

500

　
　

男
子
3
千�
　
　

優
勝

　

谷
口　

創
大

　
　

男
子
1
千　
�
　

2
位

500

　
　

男
子
3
千�
　
　

8
位

　
 

川　

隆
芽

　
　

男
子
1
千　
�
、
男
子
3
千�

500

　

大
道　

聖
斗　

　
　

男
子
3
千�

　

糸
賀　

明
葉

　
　

女
子
1
千　
�500

▼
上
中
2
年
生

　

長
谷
川　

大
也

　
　

男
子
4
×　
�
リ
レ
ー

100

　

新
関　

友
基

　
　

男
子
1
千　
�
　
500

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
出
場
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教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

町
民
歩
こ
う
会

　

町
民
歩
こ
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日（
月
）　

8
時　

分

10

11

30

※
小
雨
決
行

コ
ー
ス　
 
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー�
見

　

晴
台
公
園�
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド�
草
分
防

　

災
セ
ン
タ
ー�
日
の
出
公
園�
社
会
教

　

育
総
合
セ
ン
タ
ー　

約　
�15

集
合
場
所　

社
会
教
育
総
合
ン
タ
ー

持
ち
物　

昼
食
、
タ
オ
ル
、
飲
物
、
雨
具

参
加
料　
　

円（
保
険
料
、
豚
汁
代
）

300

申
込
期
限　
　

月
6
日（
水
）

10

自
主
企
画
芸
術
鑑
賞
事
業

木
管
五
重
奏
ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
コ
ン
サ
ー
ト

　

旭
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
女

性
メ
ン
バ
ー
5
人
か
ら
結
成
さ
れ
る
ｈ
ｉ
ｍ

ｅ（
ヒ
メ
）に
よ
る
木
管
五
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時　

9
月　

日（
木
）

23

カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ

い
な
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

公
民
館
講
座

天
体
観
測
会

　

西
小
に
設
置
さ
れ
て
い
る
天
文
台
で
天
体

観
測
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

月
2
日（
土
）　

10

　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

19

30

20

30

内
容　

月
、土
星

場
所　

西
小
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
天
文
台

講
師　

中
西　

靖
男　

氏

受
講
料　

無
料

定
員　
　

名
20

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
込
期
限　

9
月　

日（
金
）

24

そ
の
他　

悪
天
候
の
場
合
は
、天
体
映
像
鑑

　

賞
と
な
り
ま
す
。

道
民
家
庭
の
日

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て

食
事
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
。

　

お
子
さ
ん
が
中
・
高
生
に
な
っ
て
も
一
家

そ
ろ
っ
て
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
か
？

「
家
庭
」
は
、
家
族
の
温
か
い
人
間
関
係
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
基
本
的
な
規
範
意

識
や
生
活
習
慣
を
学
ぶ
場
で
あ
り
、
人
間
形

成
の
出
発
点
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
毎
月
第
3
日
曜
日
を
「
道
民
家
庭

の
日
」
と
位
置
付
け
家
族
が
団
ら
ん
で
き
る

機
会
を
持
つ
日
と
し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
。

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ

　

上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を
す
す
め

　

る
会

　

事
務
局　

上
富
良
野
町
教
育
委
員
会

　
�
�
5
5
1
1

道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

　

町
で
は
、
い
し
ず
え
大
学
講
座
を
道
民
カ

レ
ッ
ジ
連
携
講
座
と
し
て
公
開
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
登
録
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

後
期
講
座

�
趣
味
で
豊
か
な
老
後　

生
涯
現
役

　

日
時　
　

月
8
日（
金
）

10

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

10

30

11

30

　

講
師　

橋
本　

精
淙　

氏

�
落
語
口
演
会

　

日
時　
　

月　

日（
金
）

11

12

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

10

30

11

30

　

講
師　

中
村　

幸
一　

氏

�
お
は
な
し
の
会

　

日
時　
　

月
3
日（
金
）

12

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

10

30

11

30

　

講
師　

上
森　

仲
子　

氏

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
社
会
教
育
総
合
セ
ン

　

タ
ー
で
受
講
料
は
無
料
で
す
。　

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
パ
レ
ッ
ト
が
楽
し

い
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。

日
時　

9
月　

日（
土
）　　

時
〜　

時

18

11

15

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー　

内
容　

子
ど
も
体
験
イ
ベ
ン
ト
、焼
き
鳥
・
焼

　

き
そ
ば
な
ど
の
出
店

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

9
時
よ
り
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

　

ま
す
の
で
、チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
よ

　

う
！

そ
の
他　

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
な
ど
詳
し
く
は

　

事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭
実
行
委
員
会
事

　

務
局　

上
富
良
野
町
教
育
委
員
会
内

　
�
�
5
5
1
1　

　
　
　
　

時　

分
開
場　
　

時
開
演　

14

30

15

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

鑑
賞
料　

　

一　

般　
　

円（
当
日
1
千
円
）　

800

　

小
中
高　
　

円（
当
日　

円
）

500

700

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
公
民
館
、
社
会
教
育
総
合

　

セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

企
画
運
営

　

代
表　
 
但
木
愛
華 

た
だ
き
あ
い
か

　
�
0
9
0
‐
8
9
0
3
‐
1
6
9
8
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日土金木水火月

一般利用

一般利用９時

かんたんアクア
（4０分）

アクアビクス
（４5分）

脚力のすすめ
（4０分）

燃焼ウォーク
（４０分）

ルンルンステップ
（4０分）

パワー筋トレ
（４０分）１０時～

一般利用（教室終了後～２０分間　流水タイム）１１時～１４時

一般利用アクアビクス
（４5分）

ルンルンステップ
（４０分）

パワー筋トレ
（４０分）

燃焼ウォーク
（４0分）

脚力のすすめ
（４０分）１４時～

一般利用（教室終了後～２０分間　流水タイム）　※土・日曜日は１５時～１５時２０分　　　　　１５時～１９時

一般利用

脚力のすすめ
（40分）

アクアビクス
（45分）

パワー筋トレ
（４０分）

スリムウォーク
（４０分）

メンズエクサ
（４０分）

燃焼ウォーク
（４０分）１９時～

一般利用（教室終了後～２０分間　流水タイム）　　　～２０時３０分

＊「流水タイム」は、時間内でフローマシンを利用できます。開催時は１コース使用しますのでご了承ください。
（日曜日は１５時のみ）
＊初めてプールに入る方は個別に対応しますので、プールスタッフに声をおかけください。

　定　員会　場料　金対　象日　程種　類

200人
保健福祉総合
センター　　

頸部　６９歳以下 １,7００円
          ７０歳以上   8５０円

体部　６９歳以下 １,０００円
　　　７０歳以上   ５００円

2０歳以上
(女性）

１０月１5日（金）
８：４５～９：１５
１０：３０～１０：４５
１２：４５～１３：００
１３：４５～１４：００

子宮がん
（頸部・体部）

　90人
６９歳以下　2,０００円
７０歳以上　1,０００円

４０歳以上
（女性）乳がん

　50人旭川がん検診
センター　　

６９歳以下　3,7００円
７０歳以上　1,85０円

子宮がん 20歳以上
乳がん    40歳以上

（女性）

１０月２9日（金）
かみん前からバス
で送迎　７時１０分

子宮がん
乳がん
同時検診

　72人
保健福祉総合
センター　　

６９歳以下　1,5００円
７０歳以上　  75０円

3０歳以上
１１月  5日（金）
6：00～6：30
7：0０～7：30
8：00～8：3０
9：00～9：30

胃がん
（バリウム検査）

　72人
６９歳以下　1,０００円
７０歳以上　  5００円

４０歳以上大腸がん
（便潜血反応検査）

�７０歳以上は、昭和１6年４月１日以前生まれの方です。
�子宮がん・乳がん検診は、２年に１度の受診が目安です。昨年度受診された方（今年度クーポン対象者を除く）は今年度
　受診できません。
�「女性特有のがん検診推進事業」の対象となる一定の年齢に達した方へは、すでに「無料クーポン券」を配布してい
　ます。

検診を受けましょう
定員になり次第、締め切りますので、早めにお申込みください。

申込み・問合せ　　保健福祉課健康推進班　��６９８７
がん検診

かみんプール教室
問合せ　保健福祉課健康推進班　��６９８７10月1日～12月30日スケジュール

10月4日（月）～7日（木）は清掃・点検のためプール・浴室を休止します。休止のお知らせ
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Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
北
海
道
大
会

「
水
泳
の
部
」
が
全
道
各
地
か
ら　

団
14

体
、
小
学
生　

名
、
中
学
生　

名
が
参

118

10

加
し
上
富
良
野
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
上
富
良
野
町
代
表
の

白
田
和
暉
君
が
元
気
良
く
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

個
人
の
4
種
目
を
小
学
生（
低
学
年

の
部
・
高
学
年
の
部
）と
中
学
生
、
団

体
の
2
種
目
を
小
学
生
と
中
学
生
に
分

か
れ
競
技
が
行
わ
れ
、
タ
イ
ム
を
競
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
保
護
者
や
仲
間
か
ら
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
力
強
く
泳
い
で

い
ま
し
た
。

8／8

B
&
G
ス
ポ
ー
ツ
大
会

北
海
道
大
会

　

上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を
す

す
め
る
会
が
主
催
す
る
第　

回
な
か
よ

16

し
サ
ミ
ッ
ト
が
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
、
高
校
か
ら

児
童
生
徒　

名
が
出
席
し
「
い
の
ち
」

35

を
テ
ー
マ
に
各
学
校
の
取
り
組
み
の
発

表
と
グ
ル
ー
プ
討
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
リ
ン
グ
プ
ル

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

の
ア
イ
デ
ア
、
自
転
車
の
乗
り
方
の
三

か
条
を
作
る
、
植
物
な
ど
小
さ
な
い
の

ち
を
大
切
に
す
る
な
ど
の
意
見
が
で
ま

し
た
。

　

最
後
に
町
内
全
体
で
取
り
組
む
三
つ

の
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

8／25

な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト

い
の
ち
を
考
え
る

　

町
で
は
、
札
幌
大
通
公
園
で
行
わ
れ

た
「
ふ
る
さ
と
北
海
道
応
援
企
画
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
に
は
今
年
で
4
回
目
の
参

加
と
な
り
、
観
光
協
会
や
商
工
会
の
関

係
者　

名
が
、
札
幌
上
富
良
野
会
の
会

２５

員
約　

名
に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

１０

上
富
良
野
の
P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ポ
プ
リ（
１
千
部
）を
来
場
者

に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
会
場
に
設
置
さ
れ

た
テ
レ
ビ
で
上
富
良
野
町
の
紹
介
V
T

R
を
流
し
、
上
富
良
野
町
ク
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
参
加
者
に
は
、

か
み
ふ
ら
の
ポ
ー
ク
を
使
用
し
た
ハ
ム

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
〜
８
日
の
２
日
間
、
第　
３８

回
北
海
道
青
年
祭（
北
海
道
青
年
団
体

協
議
会
主
催
、
実
行
委
員
会
主
管
）が

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
道
各
地
か
ら
青
年
約　

名
が
参
加

80

し
、
日
頃
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
合
唱
や
郷
土
芸
能
、
意
見

発
表
な
ど
５
つ
の
部
門
で　

名
が
、
迫

55

力
あ
る
演
奏
や
真
剣
な
思
い
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

展
示
部
門
の
写
真
自
由
作
品
の
部
で

は
、
上
富
良
野
町
青
少
年
団
体
協
議
会

の
島
田
脩
平
さ
ん
の
作
品
が
、
書
の
部

で
は
、
同
新
井
沙
季
さ
ん
の
作
品
が
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

8／5

ふ
る
さ
と
北
海
道
応
援

企
画

全
道
か
ら
青
年
が
集
い

第　

回
北
海
道
青
年
祭

38

8／7～8
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介
護
保
険
料

　

次
の
方
は
必
ず
納
付
書
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

�
年
金
の
年
額
が　

万
円
未
満
の
方

１８

�
年
度
途
中
で　

歳
に
年
齢
到
達
し

65

た
方

�
年
度
途
中
で
所
得
更
正
な
ど
に
よ

り
介
護
保
険
料
年
額
が
変
更
と

な
っ
た
方

�
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の

年
金
担
保
貸
付
事
業
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方

�
年
金
の
現
況
届
の
提
出
が
提
出
期

限
に
遅
れ
た
方

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
健
福
祉
課 
介
護
保
険
班

　
　
�
�
6
9
8
7

国
民
年
金

口
座
振
替
で
の
納
付

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減

額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す

と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ

も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
し
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
月
　々
50

円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金

納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
6
か
月

前
納
・
1
年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お

得
で
す
。

　

口
座
振
替
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座

振
替
納
付
申
出
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
又
は
納
付
書
、
通
帳
、

通
帳
届
出
印

申
請
場
所
・
問
合
せ

　

納
め
忘
れ
の
場
合
は
、
そ
の
納
付

書
で
金
融
機
関
又
は
役
場
会
計
課
窓

口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
納
付
書
で

も
、
納
付
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
�
�
6
9
8
7

予
防
し
ま
し
ょ
う

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

昨
年
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
感
染
力
は
高
い
が
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
程
度
の
病

原
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
９
月　

日
３０

で
現
行
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
は
終
了
し
ま
す
。

　
　

月
１
日
か
ら
は
、
経
済
的
・
身

１０
体
的
負
担
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
両
方
に
対
応
で
き

る
新
た
な
ワ
ク
チ
ン（
３
価
ワ
ク
チ

ン
）の
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
、
医
療

機
関
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減
措
置
な

ど
詳
し
く
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
手
洗
い
や
う
が
い
を
心

が
け
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
６
９
８
７

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
と

は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
定
期
的
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払

い
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か

ら
カ
ー
ド
会
員
の
方
に
請
求
す
る
方

法
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
毎
月
納

付（
毎
月
の
保
険
料
を
当
月
末
に
立

替
で
割
引
な
し
）、
６
か
月
前
納
及

び
1
年
前
納（
割
引
あ
り
）が
あ
り
ま

す
。（
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ

て
い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
）

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
を

希
望
さ
れ
る
方
は
「
国
民
年
金
保
険

料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
申
出

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
又
は
納
付
書
、
印
鑑
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

申
請
場
所

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

問
合
せ　

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

　

旭
川
年
金
事
務
所　

　
�
０
１
６
６�
１
６
１
１

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

　

広
報
か
み
ふ
ら
の
で
は
、
毎
月　
10

号
に
掲
載
す
る
表
紙
写
真
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
対
象　

　

町
内
に
在
勤
、
在
住
、
在
学
し
て

い
る
方

募
集
写
真　

表
紙
写
真

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

町
内
で
撮
影
さ
れ
た
横
版
の
も
の

※
デ
ジ
タ
ル
・
プ
リ
ン
ト
は
問
い
ま

　

せ
ん
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5

　

広
報
か
み
ふ
ら
の
で
は
、
毎
月　
１０

日
号
に
掲
載
す
る
わ
が
家
の
ア
イ
ド

ル
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象　

　

お
お
む
ね
２
歳
〜
就
学
前
ま
で
の

お
子
さ
ん

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
5

募
集
し
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5
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 徳武   みさ子
とくたけ

     さん

み さ こ

　先月号の西條さんからめぐって、徳武さんにお
逢いしました。
『西條さんとは、姑さん同士が仲が良かったこと
もあり、若いときからの知り合いで、リズムダンス
を始めてから、また一層仲良くしています。週に
一度、コーラス、はつらつ健康体操、リズムダンス
をしています。その中でもリズムダンスは、今一
番楽しくしています。健康体操は椅子に座ったり、
寝転がって体を動かしていますが、リズムダンス
はハードで汗をびっしょりかいて、冬でも汗が出
て、それがとっても気持ち良いんですよ。サーク
ルで外に出て歩いて、皆に会って話をするのがと
ても楽しいです。仕事もまだ続けていて、お客さ
んとの話も楽しんでいます。夕食後は一人で日の
出公園や街の中を、庭を見せてもらったり、景色を
楽しみながら30分～40分散歩してます。いつまで
も健康でいたいですね。』

昭和12年生まれ
本町4丁目

わが家の
ア�イ�ド�ル

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

�泰文さん・弥生さんの子�

 喜 多
き

     
た

 倖 太郎      く
ん

こ う  た ろ う

　　    （ 2歳1か月）
斉 藤      暢 彦
さ い と う

      く
ん 音 羽

の ぶ ひ こ
      ちゃん

お と は

       　  （1歳10か月・3歳5か月）

�繁さん・容加さんの子�

み ん なの 伝 言 板

� 富良野広域情報 �

�富良野市 �
「ふらのワインぶどう祭り2010inまちなか」
　日　時　９月１９日（日）１０時～１４時
　場　所　駅前公園ほか
　問合せ　実行委員会事務局　��2312

�南富良野町 �
「南富良野産くまささ茶」
　ふらの山麓に育まれた熊笹からエキスを抽出した
緑の清涼飲料水「くまささ茶」。現代人に不足がちな
葉緑素や多糖体を多く含み、スポーツやレジャーのお
供に、またカクテルにも最適です。缶入りのほか
５００mlペットボトルもあり、道の駅や町内各商店で販
売しています。ぜひご賞味ください。
　問合せ　農産物処理加工センター　��3012

�中富良野町 �
「花満開！秋の町営ラベンダー園」
　まちのシンボル、北星山町営ラベンダー園の花畑に
は、サルビアやひまわりなどが競い合って咲き誇って
います。秋の陽を浴びた赤や黄など色とりどりの花
が鮮やかなコントラストを描く、スケールの大きな花
園へぜひお立ち寄りください。
　問合せ　中富良野町役場産業建設課　��2123

�占冠村 �
「しむかっぷ村秋の収穫祭」
　日　時　９月５日（日）　１０時～　
　場　所　占冠村農村公園 　
　問合せ　占冠村産業建設課　��2174
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問合せ　町民生活課生活環境班　�６９８５

すぐできるエコ活動

　脚気はビタミンB1欠乏によって発症します。清涼飲
料水とインスタント食品ばかりの食事では、ビタミンB1
が欠乏し脚気の原因となることがあります。
ビタミンB1の働きと不足
　ビタミンB1は糖質を分解してエネルギーに変え神経
や筋肉へ送る重要な働きと皮膚や粘膜の健康維持に役
立っています。不足すると糖質の分解がうまくいかず乳
酸などの疲労物質がたまり、食欲不振や疲労感など夏バ
テのような症状につながります。
　活動量の多い人や激しいスポーツをする人はエネルギ
ー消費が多いのでビタミンB1も多く必要になります。
ビタミンB1基準量と食べ物
　ビタミンB1の摂取基準は成人男性１.４�/day、成人女
性１.１�/dayで、思春期と妊娠期は多くなります。
ビタミンB1を効率よくとるために
　ビタミンB1は水溶性で水に溶ける性質なので、水で
洗ったり浸したりすると溶け
出てしまいます。煮汁と一緒
に食べる調理が良いでしょう。
　また、わらびやぜんまいな
どのシダ類と淡水魚やエビ、
カニ、二枚貝類にはビタミン
B1を破壊してしまうアノイリ
ナーゼがありますが、後者は
熱することでアノイリナーゼ
は分解されます。

ー栄養士からのメッセージー栄養士からのメッセージーー

『ビタミンＢ１のはなし』『ビタミンＢ１のはなし』

問合せ　保健福祉課健康推進班　��6987

� わかば愛育園 �

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっここここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

『きんぎょ』 『きんぎょ』
坂    本        優    日
さ か も と

      ちゃん
ゆ う ひ

（平成１6年生まれ）
谷    川       紗
た に が わ

    也    香
さ や

    ちゃん
か

（平成16年生まれ）

　日常生活ですぐできるエコ活動を紹介していきます。
　今回は、「家族団らんしながらできるエコのひと工夫」を
紹介します。ちょっとした「ひと工夫」で削減できる二酸
化炭素の削減量と節約効果です。

無駄な電気は使わない
　◆テレビを消す　…１時間あたり104�削減、5円節約
　◆40形蛍光灯１本消す…1時間あたり19�削減、1円節
約

　◆60形白熱電球１個消す…1時間あたり28�削減、1円
節約

ビールの缶は資源ごみ
　◆ごみを80�減らす…27�削減
水はこまめに節約
　◆水の節約…１�あたり0.36�削減、0.３円節約
夏は冷房は28�、冬は１枚羽織ってもう１�
　◆エアコン設定温度１�上げる…１台１日あたり78�
削減、4円節約

　◆ストーブ設定温度１�下げる…１台１日あたり1,121
�削減、32円節約

シャワーは１分短縮、お風呂は冷める前に次々入ろう
　◆シャワー短縮時間…１分あたり77�削減、10円節約
　◆お風呂の追いたきをしない…１回あた
り218�削減、18円節約

資料提供：「環境行動ハンドブック」（北海道
発行）

食育の食育の 推推進進

ビタミンB1含有量（100�あたり）

含有量食品名

0.98 �豚ヒレ肉
0.80 �豚ロース
0.24 �ラムモモ肉
0.10 �鶏モモ肉皮なし
0.21 �卵黄
0.75 �うなぎ蒲焼
0.26 �紅サケ
0.15 �キハダマグロ
0.10 �絹ごし豆腐
0.11 �さつま芋
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■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.
jp
jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●
平成２２年8月３1日現在

(　)は前月比

)14（－11,813人人 口

)6（－5,926人男

)8（－５,887人女

)10（－5,244世帯世帯
　　　　8月3日　七夕祭り（西児童館）

広報かみふらの ２０1０. 9  �

町へ
◎半澤美恵子さん　　　　　　　10万円

◎久保ミサ子さん　　　　　　　  5万円

◎武内　洋さん　　　　　  　　　1万円

町立病院へ
◎大角勝美さん   　　　　　　　５万円

◎平間夏子さん   　　　　　　　５万円

◎金澤　博さん　　　　　  　　  ６万円

◎金　良雄さん　　　　　  　　 10万円

社会福祉協議会へ
◎益山裕和さん   　　　　　　　５万円

◎半澤美恵子さん　　　　　　　13万円

◎サッポロビールホップ会    　　２万円

◎婦人ボランティアあゆみ会

　　　　　　　 　　　手作り石鹸100個

たくさんの善意
ありがとうございましたinnffoorrmmaattiioonn 富良野広域連合

上富良野消防署��２１１９

署防消

住宅での取付場所
※「煙式」と「熱式」があります。「煙式」を設置してください。

住宅用火災警報器の設置方法を知っていますか

①普段就寝している部屋（来客時に就寝
する部屋は該当しません）

②就寝している部屋がある階
　の階段踊り場

③１つの階に７�（４畳半）の居室が５以上ある階

＜就寝室＞ ＜子ども部屋＞ ＜階段踊り場＞

台所の取付位置
　上記の他、台所にも設置する場合は調理中に煙が出ることが考えられる
ため「熱式」が望ましいです。
※天井に設置するものと壁に設置するものがありますが、どちらでも構い
ません。
①警報器の中心を壁から６０�以上離す。
②天井から１５～５０�以内に警報器の中心がくるようにする。
③警報器の中心をはりから６０�以上離す。
④エアコン・換気扇の吹き出し口から1.5�以上離す。

問合せ　上富良野消防署指導係　��2119

�設置しましょう
　住宅用火災警報器の設置期限は平成２３
年5月31日までです。火災を早期に発見
し、皆さんの命を守るため、必ず設置し
ましょう。
　住宅用火災警報器に関するお問合せ
は、上富良野消防
署指導係までお願
いします。

就寝に使用しない居室

火災警報器

廊下


